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   開     議 

 

 

○浅野敏明議長 おはようございます。 

 これから本日の会議を開きます。 

 本日の会議に欠席の通告議員は、ございませ

ん。 

 よって、ただいまの出席議員は定足数に達し

ております。 

 なお、渡部秀樹議員及び赤間𣳾広議員から、

資料の配付について申出があり、会議規則第

150条の規定により許可いたしましたので、ご

報告いたします。 

 本日の会議は、配付しております議事日程第

３号をもって進めます。 

 

 

 日程第１ 市政一般に関する質問 

 

 

○浅野敏明議長 日程第１、市政一般に関する質

問を昨日に引き続き行います。 

 それでは、順次ご指名いたします。 

 

 

 今泉春江議員の質問 

 

 

○浅野敏明議長 順位６番、議席番号14番、今泉

春江議員。 

  （14番今泉春江議員登壇） 

○１４番 今泉春江議員 おはようございます。

日本共産党の今泉春江でございます。 

 まず最初に、コロナワクチン接種により多く

の職員の皆様、また医療関係の皆様におかれま

しては、きめ細かな対応に心より感謝を申し上

げます。ありがとうございます。 

 それでは、質問に入らせていただきます。 

 私は、内谷市長に３つの提案と質問をいたし

ます。 

 まず第１は、高齢者の補聴器購入費助成条例

の創設について提案します。 

 高齢期になると聴力機能が低下し、聞き返し

が多い、聞きにくく会話の中に入っていけない、

全てにつらいなどの切実な声が寄せられます。

また、社会参加なども聞こえにくいために支障

が起きてしまいます。さらにコロナ禍、自粛な

どでお年寄りが孤立するケースや、その影響で

認知症の危険も増えているとの報告もあります。 

 しかし補聴器を早期に軽いうちからつけられ

るようにすれば、生きがいと社会参加促進にな

り、認知症対策としても効果があるとされてい

ます。しかし補聴器は片耳平均15万円、６万円

以下のものもありますが、高額で購入できない、

片耳だけで我慢しているなど、不便な生活に甘

んじる高齢者が多数います。そこで、補聴器購

入費助成をすれば、補聴器購入のきっかけにな

ります。そのために認知症や聴力機能の低下の

ある高齢者に対し、補聴器の購入費の一部を助

成する自治体が全国に広がっています。 

 まず、東京都の事例です。東京都23区では、

補聴器助成制度が15区で制定済みです。2019年

から2021年にかけて６区が実施に踏み切りまし

た。練馬区などでは難聴者や補聴器の実態基礎

調査が行われ、聞こえの状態、補聴器の使用状

況、補聴器を持っていない理由など広範な分野

で行われ、区は第８期高齢者保健福祉計画・介

護保険事業計画に早期からの認知症予防活動の

充実のために、補聴器購入費用の助成を行うこ

とを盛り込みました。これにより、来月の７月

から助成制度がスタートします。練馬区の補聴

器購入助成制度の対象者は65歳以上の区民税非

課税世帯の人、専門医が補聴器の必要性を認め

た人。助成限度額は２万5,000円、身体障害者


